
1.　はじめに

1.1.　研究の背景と目的

近年、日本では空き家の増加を背景として、その
改修を通して地域住民とともにまちづくりに取り組
むリノベーションまちづくりが注目を集めている。
人口縮退の影響が顕在化する地方部では、空き家や
空地などの余剰空間の発生率が高く、空間開発の介
入の方法次第では小さなクラスターを形成しつつ広
域的な波及効果を生み出すことが期待される。欧米
諸国を中心に展開するランドスケープアーバニズム
やソーシャルイノベーションなどの広域圏形成を巡
る議論でも同様に、地域の生活空間に生じる余剰空
間を活用した空間開発を導入することで、多様な人
間関係を形成しながら広域的な領域に新しいアイデ
ンティティを生み出す重要性が指摘されている2 ～ 11）。

地方部では既にグランドワークトラストのように地
域住民を主体とするボトムアップ型の活動を通して
自然環境保全を行う事例が数多く見られるが、人口
縮退が進行する社会情勢下では、環境保全という受
け身的な姿勢だけでなく、日々の生活が営まれる居
住地までを取り入れた様々な余剰空間を活用し、地
域住民を取り込みながら包括的に地域の新しい発展
の仕組みを創造することが重要といえる。

また、都市化の進行による地方部の衰退は発展途
上のアジア諸国における今後の課題としても共通し
ており、日本の地方部における人口縮退への取り組
みを通して都市部と地方部に新しい関係性を創出す
る発展のあり方を考案することは、都市政策と地域
政策分野が協働で取り組む共通の課題として位置づ
けられる必要があり、研究の意義は大きい。

■要旨：筆者らは先行研究において社会問題解決型で持続的な広域圏形成のプロセスを" 社会的広
域圏形成プロセス" として定義し1）、人口縮退の影響下にある広域圏における事例分析のための理
論的な枠組みを構築した。本稿はそのケーススタディとして、人口減少の進む瀬戸内海の小島に位
置する直島町において、1980 年代から民間企業であるベネッセ社の主導により実現したアートサ
イト直島に焦点を当てる。本稿では上述の理論的枠組みを用いた詳細な事例分析を通して、空間開
発の主体としての民間企業の首尾一貫した関与の重要性、国や県などの広域的な行政機関の掲げる
社会的・経済的な開発目標との接点を生み出すことの重要性を示した。特に重要な知見として、アー
トサイト直島のプロジェクトでは何気ない日々の生活の空間を含めた大小様々なスケールの余剰空
間を、現代アートを通した創造的な空間開発と多様な社会的交流のためのプラットフォームとし
て活用していることが挙げられる。このような余剰空間の活用方法はプロジェクトに関与するアー
ティストやデザイナーだけでなく、一般の地域住民に対しても主体的な関与の機会を生み出し、都
市部と地方部を結ぶ多様な社会的関係性を生み出しながらプロジェクトの発展的展開を支えている
ことが明らかになった。

■キーワード：広域圏形成プロセス、ランドスケープアーバニズム、ソーシャルイノベーション、
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筆者らは先行研究においてランドスケープアーバ
ニズムやソーシャルイノベーションなどの近年の欧
米諸国における広域圏形成の議論を検証し、「地域
に潜在する余剰空間の多面的な活用」、「多様な空間
的次元を横断した関係性の形成」、「生活の質の向上
と人間性の再生」、「文化的アイデンティティの形
成」、「フレームワークに沿ったプロセス志向の発展」
という 5 つの要件を社会的広域圏形成プロセスの理
論的枠組みとして整理した 1）。

本稿では人口縮退が進む日本の地方部において、
地域社会に潜在する余剰空間の活用を通して広域圏
に新しいアイデンティティを形成するベネッセアー
トサイト直島と関連地域における取り組みを社会的
広域圏形成プロセスの事例として位置づけ、都市部
と地方部を結ぶ多様な社会的関係性を生み出しなが
らプロジェクトの発展的展開を支える要因につい
て、上述の論理的枠組みとの具体的な関係性を通し
て体系的に明らかにすることを研究の目的とする。

1.2.　研究の位置づけ

　地域社会に潜在する余剰空間の活用を巡る既往研
究に着目すると、主に地方都市や中山間地域におけ
る空き家の活用に関する研究が多く見られる。利用
可能な空き家についての情報提供事業や空き家の活
用に対する助成制度、移住者の受け皿として空き家
を活用するために相談から仕事・住宅の紹介までを
行う総合支援事業など、空き家を地域のストックと
して適切に維持・管理する制度の特徴と運用上の課
題を明らかにしている 12)。中園らは伝統的民家の空
き家の活用方法の中でも上位自治体が導入した「借
り上げ + 助成金制度」という空き家の活用に関す
る先進事例として「ふるさと定住財団」を取り上げ、
その特徴と制度の運用状況や、実際に移住する人々
のニーズ、移住の受け皿となる空き家の活用実態に
ついて論じている。これらは制度化された行政的シ
ステムに基づく取り組みや、制度そのものの特徴、
運用上の課題等に視点を置いている。空き家を介し
た移住・定住の促進という視点の他には、ボトムア
ップ型のまちづくりの視点から空き家を地域の公共
空間として活用する取り組みもみられる 13)-18)。

この他に農村計画や建築計画の研究分野が中心と
なり、伝統的な農家や空き家の転用など、空き家の
転用の技術的側面や空間の変容、転用による多様な
社会的役割の形成に与える効果などに着目する研究
が数多く見られるが、これらは個々の転用の事例の
詳細な分析や、いくつかの空き家が集まる領域を限
定した地区レベルでの研究が多く、多様な余剰空間
の活用を通した社会的関係性の形成や、広域的な領
域の発展を促す新しい価値の創出など、広域圏形成
やアーバニズムの視点からその多面的効果について
論じた研究は少ない。

一方でアートサイト直島に関する既往研究ではプ
ロジェクトの始動期から現在に至るまでの変遷をま
とめたもの 19-24）、ベネッセアートサイト直島のイメ
ージを観光ガイドや町史、収蔵される美術品の解読
を通して明らかにしたもの 25）、地域住民を引き込
み地域資本化する現代アートを用いた空間開発手法
の可能性や、個々の事例を通して地域住民の等身大
の関与が生み出されていくプロセスについて明らか
にしたもの 26-27）、地方部の自然環境の中で風土性を
帯びた現代アートが生み出す新しい発展の可能性と
社会的意義について論じたもの 28）など、多くの文
献が挙げられる。本論文はこれらの既往研究に基づ
くケーススタディを通して、都市部と地方部を結ぶ
多様な社会的関係性を生み出しながらプロジェクト
の発展的展開を支える様々な要因について、先行研
究で整理した社会的広域圏形成プロセスの理論的枠
組みとの具体的な関係性を通して質的実証研究の視
点から体系的に明らかにするに新規性がある。

1.3.　研究の方法

本稿では 1980 年代から継続的に事業が進められ
るベネッセアートサイト直島とその周辺地域におけ
る一連の取組みをケーススタディの対象とする。分
析に際しては同プロジェクトに関する書籍及びウェ
ブ上で入手可能なアーカイブ資料 19-28）を用い、研
究は以下に示すように 4 つの手順に沿って進める。
まず対象地域で行われたプロジェクトの展開の概要
について時系列で整理する。次にプロジェクトの進
行の中で実現した余剰空間を活用した空間開発のあ
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中部・南部の 3 つのエリアに大きく区分され、北部
には三菱マテリアルの精銅所跡地からなる工業的土
地利用、中部は役場などの公的機関と居住地、南部
はベネッセ社が所有する広大な自然地域で構成され
る。直島は 2 つの上位自治体である岡山県と香川県
の県境地域に位置する。一方は太平洋ベルトの岡山
～大阪にかけての高密度に市街化した地域に近接
し、他方では香川県の人口減少地域として広域的な
地域振興の対象として位置づけられ、空間開発のた
めの性格の異なる資源を同時に活用できる立地にあ
ることも特徴的である。

2.　アートサイト直島のプロジェクトの展開

アートサイト直島がプロジェクトを開始した当時
は、国土計画で第三次全国総合開発計画が策定さ
れ、全国各地でリゾート開発が進められた高度経済
成長期の特徴的な時期に位置づけられる。同プロジ
ェクトは 1990 年代のバブル崩壊、1997 年以降の地
方分権の推進、近年の道州制の提案といった国土計
画的な大きな風潮の変化の中で、その時々のニーズ
に応えながら時間をかけてプロジェクトを発展させ
てきた。アートサイト直島の大きな特徴は、広大な
土地を所有する民間企業による長期間に渡る首尾一
貫した関与が行われてきたことである。プロジェク
トの展開には①初期の自治体の首長の主導による都
市計画的なアプローチの時期、② 1980 年以降のベ
ネッセ社と直島町の官民共同のパートナーシップの
時期、③プロジェクトの方向性が明確化し、段階的
発展を見せる 1990 年代、④公的セクターの積極的
な関与が再び行われる 2000 年以降、⑥そして多く
の利害関係者を取り込んだ広域圏再生のイベントで
ある「瀬戸内国際芸術祭」が行われるようになる
2010 年以降のように、約 10 年のタイムスパンを区
切りとして特徴的なプロジェクトの方向性が見出さ
れる（次頁図 2）。

2.1.　自治体首長の主導による都市計画的アプロ

ーチ（1980年代以前）

アートサイト直島の前身となる直島町の発展は、
直島町町長の三宅親連氏（任期 1959 年～ 1995 年）

り方について、その介入方法の特徴と影響を及ぼす
地理的な範囲に留意しながら分析を進める。これら
の概要分析を行った後に、余剰空間の活用が人々の
意識の変化や共生社会の形成に与える影響を分析す
る。最後に社会的広域圏形成プロセスの理論的枠組
みを用い、多様な余剰空間の活用が持続的な広域的
の発展に対して与える多面的な効果を詳細に考察す
る。

1.4.　研究の対象

アートサイト直島とその周辺のプロジェクトは、
四国地方と中国地方の境界地域の瀬戸内海に位置す
る島々で、地元の大手民間企業のベネッセ社が主体
となって手掛ける現代アートを介した空間開発によ
る広域圏形成の事例である（図 1）。一時的なイン
スタレーションから美術館建設に至るまで、大小さ
まざまなスケールの空間開発が直島や周辺の島々に
展開している。1980 年代から現在に至るベネッセ
社の継続した関与によって、高齢化と人口減少が進
む瀬戸内海の広範な地域の活性化と持続的なプロジ
ェクトの展開を実現している。このことからアート
サイト直島は、多様な余剰空間を活用した空間開発
が持続的な広域圏形成に与える影響について論じる
上で、先進的な事例として位置づけられる。
　直島町は 2015 年時点で人口 3135 人、最も大きな
島の直島は南北に 2km、東西に 5km という、瀬戸
内海に浮かぶ小さな島である。島の土地利用は北部・
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出所：筆者作成 図１　アートサイト直島の位置
出所：筆者作成
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の施政が大きく影響している。1960 年に策定され
た土地利用計画では、島全体を北部・中部・南部
の 3 つに分ける土地利用の基本的な方針が定められ
た。これは典型的なゾーニングプラン型の形式では
あるものの、直島南部の土地利用方針として定めら
れた自然景観の保全・観光産業の促進という基本方
針によって、南部地域の自然環境が高度経済成長期
の中でも開発されずに保全されることになる。また、
1980 年代までに直島町に建設された小学校・中学
校などの公的施設の設計には国内の著名建築家が起
用され、白を基調にした現代的なデザインと島の原
風景的な環境のコントラストという、現在の直島を
特徴づけるデザインを通して、都市部との関係性が
既に生み出されていた。

2.2.	 官民のパートナーシップによる展開（1980

年代以降）

　1985 年に瀬戸内海を挟んで隣接する岡山県に本
社を持つベネッセ社の福武哲彦社長が直島町長の三
宅氏と面会したことが直島におけるプロジェクトの
転機といわれている。瀬戸内海に国際交流のための
キャンプ場を建設したいという福武氏と、直島町の
南部を文化的で健康で綺麗な自然観光の地域にした
いという三宅氏のビジョンの共有がこの時になされ
ている。この直後に直島町の南部の 165 ヘクタール
の土地がベネッセ社によって購入され、これに呼応
するように 1988 年に直島町は直島文化村構想を策
定している。ベネッセ社が手掛ける最初のプロジェ
クトである直島国際キャンプ場はこれらの一連の出
来事の直後の 1989 年に建築家の安藤忠雄氏の監修
の下で完成した。

2.3.	 アートサイト直島の開発方針の確立（1990

年代初頭）

　1992 年に現代アートの美術館と宿泊施設の機能
を複合したベネッセハウスが完成する。初期のベネ
ッセハウスではさまざまな芸術様式の企画展示が繰
り返されるが、徐々に常設型の展示形式に移行して
いく。これと同時に多くの屋外展示のアート作品の
設置も行われるようになる。この屋外の風景に合わ

アートサイト直島にみる社会的広域圏形成プロセスの展開

自然景観の保全・観光産業の促進という基本方針に

よって、南部地域の自然環境が高度経済成長期の中

でも開発されずに保全されることになる。また、1980

年代までに直島町に建設された小学校・中学校など

の公的施設の設計には国内の著名建築家が起用され、

白を基調にした現代的なデザインと島の原風景的な

環境のコントラストという、現在の直島を特徴づけ

るデザインを通して、都市部との関係性が既に生み

出されていた。 

2.2. 官民のパートナーシップによる展開（ 年

代以降） 
1985 年に瀬戸内海を挟んで隣接する岡山県に本

社を持つベネッセ社の福武哲彦社長が直島町長の三

宅氏と面会したことが直島におけるプロジェクトの

転機といわれている。瀬戸内海に国際交流のための

キャンプ場を建設したいという福武氏と、直島町の

南部を文化的で健康で綺麗な自然観光の地域にした

いという三宅氏のビジョンの共有がこの時になされ

ている。この直後に直島町の南部の 165ヘクタール

の土地がベネッセ社によって購入され、これに呼応

するように 1988 年に直島町は直島文化村構想を策

定している。ベネッセ社が手掛ける最初のプロジェ

クトである直島国際キャンプ場はこれらの一連の出

来事の直後の 1989 年に建築家の安藤忠雄氏の監修

の下で完成した。 

2.3. アートサイト直島の開発方針の確立（ 年

代初頭） 
1992 年に現代アートの美術館と宿泊施設の機能

を複合したベネッセハウスが完成する。初期のベネ

ッセハウスではさまざまな芸術様式の企画展示が繰

り返されるが、徐々に常設型の展示形式に移行して

いく。これと同時に多くの屋外展示のアート作品の

設置も行われるようになる。この屋外の風景に合わ

せて設置されるアート作品を通して、ベネッセ社は

「現代アートと島の原風景の融合」という、初期の

プロジェクトの基本方針を明確化していった。同時

に美術館を周辺の住民に対して無料で開放すること

で、地域に開かれた施設となる試みもこの時期に模

索されている。 
図２ アートサイト直島のプロジェクトの展開

出所：参考文献 を基に筆者作成

 

図２　アートサイト直島のプロジェクトの展開
出所：参考文献19-28を基に筆者作成

130 アートサイト直島にみる社会的広域圏形成プロセスの展開



もまた同プロジェクトへの関与を始めるようにな
る。直島町では 2002 年に景観条例が施行され、町
内で修景プロジェクトが行われた。更に 2003 年に
は観光情報の提供を行う直島観光協会が設立され、
同協会が運営する「海の駅直島」が建設された。翌
年の 2004 年は国内で景観法が施行された年でもあ
る。この年には香川県の若手職員によって「現代ア
ート王国かがわの確立」が提案され、ベネッセ社
も 2005 年に「瀬戸内アートネットワーク構想」を
提案している。2008 年には観光庁がアートサイト
直島を地方部の戦略的な観光拠点として指定するな
ど、この時期に様々な公的主体の関与が誘発されて
いる。

2.6.　瀬戸内海一帯の広域的形成（2010年以降）

　2008 年には岡山市に属する離島の犬島で精錬所
が美術館としてリノベーションされ、近隣の集落で
は直島と同様に家プロジェクトが実施されている。
更に 2010 年には土庄町豊島で豊島美術館が建設さ
れている。直島町では 2009 年にアーティストによ
るデザインの直島温泉がオープンし、町内の空き家
を改修した小さな宿泊施設や飲食店も展開してい
る。
　一方で官民の広域的な地域振興への機運の高まり
は、両者の連携の下で 2010 年と 2013 年の瀬戸内国
際芸術祭として実現した。瀬戸内国際芸術祭 2010
では「100 日間のアートと海の冒険」と題され、香
川県で最大の港の高松港、アートサイト直島とその
周辺の 7 つの島が会場になった。18 ヶ国 75 組のア
ーティストが参加、16 のイベントが開催され、来
場者の数は 105 日間で 94 万人に上った。瀬戸内国
際芸術祭 2013 では「アートと島を巡る瀬戸内海の
四季」と題され、春・夏・秋の 3 つの期間に分けて
それぞれイベントが開催された。会場は 2010 年の
会場に新たに 5 つの島を加えており、105 日間合計
で 107 万人の来場者数、26 ヶ国 200 組のアーティ
ストが参加、40 のイベントの開催など、その規模
を大きくしている。今後も広域圏を挙げたイベント
して定期的な開催が予定されている。

せて設置されるアート作品を通して、ベネッセ社は
「現代アートと島の原風景の融合」という、初期の
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2.4.	 敷地を越えた展開（1990 年代後半～ 2000

年代）

　1990 年代後半になると、直島町からの依頼で空
き家の有効活用へプロジェクトが発展し、敷地を越
えた展開を見せるようになる。1998 年に最初の家

（空き家）プロジェクトが完成し、地域の空き家が
現代アートのインスタレーションの場として再利用
されるようになった。2001 年には直島全体をアー
ト展示会の会場とするスタンダード展が開催され、

人口減少が続く直島では、この時期を境に来訪者数
が年毎に増加し、人口減少率の低下が見られるよう
になった（図 3）。2004 年には直島福武美術館財団
が設立され、同年に地中美術館が竣工する。2006
年に第 2 回目のスタンダード展が開催され、それま
での時期に新たに 6 つの空き家プロジェクトが実現
している。

2.5.	 公的主体の積極的な関与のはじまり（2000

年代以降）

　アートサイト直島のプロジェクトの活性化に合わ
せて、直島町だけでなく上位行政機関である県や国

図３　アートサイト直島の人口と来訪者数の推移
出所：参考文献19-28を基に筆者作成
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として積極的に取り込んでいることである。そして

現代アートの創作活動には日々の生活環境や地域の
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はいしゃ（2006 年）、碁会所（2006 年）の合計 6 つ
のプロジェクトが生み出され、作家が独自の作風を
適用したもの、地域の歴史や記憶を反映したものや

活かしたものなど、それぞれの家プロジェクトに異
なるデザインが施されている（表 1）。　岡山県岡
山市の犬島においても 2010 年以降、Ｆ邸、Ｉ邸、
Ｃ邸、A 邸、Ｓ邸、Ｆ邸、中の谷東屋、石職人の
家跡の合計 8 つの家プロジェクトが生み出されてい
る。島内の空地を使ったこれらの新築のプロジェク
トでは抽象的なデザインの外観を持つものと、島内
の風景に馴染むようにデザインされたものがあり、
いずれも町並みが老朽化し、高齢化が進む島の風景
に現代的な価値を付加している（表 2）。

3.2.　修景プロジェクト

直島町では、2002 年に「直島町まちづくり景観
条例」が施行された。この取り組みの一環で行われ
た修景事業で、表札とのれんという非常に規模の小
さな外装デザインを住民が共有する事で、空き家プ
ロジェクトや、アートサイト直島のプロジェクトの
コンセプトである芸術的な雰囲気の演出に住民が関
与する機会が生み出されている。

3.3.　サイトスぺシフィック・アート

　1992 年に完成したベネッセハウスと同時期に設
置されるようになった屋外のアートワークではベネ
ッセ社から委託を受けたアーティストが、それぞれ
の感性で風景に合わせたデザインのアート作品を作

3.	 現代アートを介した多様なスケールの空間開発
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として積極的に取り込んでいることである。そして
現代アートの創作活動には日々の生活環境や地域の
歴史など、瀬戸内海の原風景的景観に対する詩的な
想像力を働かせた質的な価値が付加されている。
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1998 年から始まった家プロジェクトでは直島や
犬島（岡山市）の集落にある空き家のリノベーショ
ンや空地の活用を通して現代アートのインスタレー
ションの場にするものである（表１）。空き家の改
修やアートワークの制作の中には地域住民の参加を
取り込みながら進められたものもある。初期のプロ
ジェクトである角屋（1998 年）に始まり、きんざ

（2002 年）、護王神社（2002 年）、石橋（2006 年）、
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が老朽化し、高齢化が進む島の風景に現代的な価値

を付加している（表 2）。 

 

表２ 犬島家プロジェクト

出所：参考文献 を基に筆者作成

3.2. 修景プロジェクト 
直島町では、2002年に「直島町まちづくり景観条

例」が施行された。この取り組みの一環で行われた
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ジェクトや、アートサイト直島のプロジェクトのコ

ンセプトである芸術的な雰囲気の演出に住民が関与

する機会が生み出されている。 

3.3. サイトスぺシフィック・アート 
1992 年に完成したベネッセハウスと同時期に設

置されるようになった屋外のアートワークではベネ

ッセ社から委託を受けたアーティストが、それぞれ

の感性で風景に合わせたデザインのアート作品を作

成するサイトスペシフィック・アートが取り入れら

れている。海辺に打ち上げられた船のようなデザイ

ンや、広大で拠り所のない海の風景を眼前に大地の

存在感を感じさせるデザインなど、アートワークを

通して見る人に対して砂浜や草地、波止場などの何

気ない日々の風景の中に現代的で詩的な想像力を働

かせる機会が生み出されている。これらのアートワ

ークは合計で 20点に上る。 

3.4. 地域の歴史や景観に呼応した拠点のデザイン 
アートサイト直島とその周辺地域における一連の

プロジェクトでは、地域に残された様々な資源を多
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化への警鐘を伝える文化施設として再利用され、豊
島美術館（2010 年）では島を取り囲む波の周期に
あわせたかのように床面から水が溢れだす出す仕組
みが施されている。このように拠点的な施設のデザ
インに対しても瀬戸内海の島々に共有される普遍的
な景観やコンテキストとの関係性が生み出されてい
る。

3.5.　島全体を活用したイベントの開催

上述のようなスケールの異なる大小のプロジェク
トの節目ごとに、アートサイト直島では島全体を
活用したイベントを開催している。ベネッセハウ
ス・サイトスぺシフィック・アートに加え、2 つの
家プロジェクトの完成した 2001 年、そして 6 つの
家プロジェクト、海の駅直島、地中美術館が揃った
2006 年にそれぞれスタンダード展・スタンダード
展Ⅱが実施された。これらのイベントでは家プロジ
ェクトだけでなく、地域内の商店や道路、水田など、
島の中のありふれた生活空間そのものが余剰空間と
なり、イベント会場として活用された（表 4）。

犬島アートプロジェクトと豊島美術館が完成し、
アートサイトの拠点的な開発がひとしきり終了した
翌年の 2010 年には、これらの島々だけでなく周辺
の大小の島々を取り入れる形で 2 度に渡って国際芸
術祭が開催されている。これらのイベントの実現に

成するサイトスペシフィック・アートが取り入れら
れている。海辺に打ち上げられた船のようなデザイ
ンや、広大で拠り所のない海の風景を眼前に大地の
存在感を感じさせるデザインなど、アートワークを
通して見る人に対して砂浜や草地、波止場などの何
気ない日々の風景の中に現代的で詩的な想像力を働
かせる機会が生み出されている。これらのアートワ
ークは合計で 20 点に上る。

3.4.	 地域の歴史や景観に呼応した拠点のデザイン

アートサイト直島とその周辺地域における一連の
プロジェクトでは、地域に残された様々な資源を多
面的に活用して現代的な価値を生み出す事が重要な
コンセプトとして位置づけられている。この点につ
いては建築家によってデザインされる美術館などの
拠点的施設にも共通している（表 3）。
　初期に建設されたベネッセハウス（1992 年）では、
窓越しの瀬戸内海の景観が図になるように館内設備
が簡素なものにまとめられ、展示室においては大き
な開口から導かれる自然光の変化による演出が施さ
れている。地中美術館（2004 年）では施設が丘陵
の地下に収められ、周辺の景観に適応しながら丘陵
の内部に入り込むような空間構成が取られている。
瀬戸内海の近代産業遺構を活用した犬島アートプロ
ジェクトの精錬所（2008 年）では産業遺構が近代

表３　拠点的施設のデザインの概要

出所：参考文献19-28を基に筆者作成

 

都市政策研究 第 号（ 年 月）

面的に活用して現代的な価値を生み出す事が重要な

コンセプトとして位置づけられている。この点につ

いては建築家によってデザインされる美術館などの

拠点的施設にも共通している（表 3）。 

初期に建設されたベネッセハウス（1992年）では、

窓越しの瀬戸内海の景観が図になるように館内設備

が簡素なものにまとめられ、展示室においては大き

な開口から導かれる自然光の変化による演出が施さ

れている。地中美術館（2004年）では施設が丘陵の

地下に収められ、周辺の景観に適応しながら丘陵の

内部に入り込むような空間構成が取られている。瀬

戸内海の近代産業遺構を活用した犬島アートプロジ

ェクトの精錬所（2008年）では産業遺構が近代化へ

の警鐘を伝える文化施設として再利用され、豊島美

術館（2010年）では島を取り囲む波の周期にあわせ

たかのように床面から水が溢れだす出す仕組みが施

されている。このように拠点的な施設のデザインに

対しても瀬戸内海の島々に共有される普遍的な景観

やコンテキストとの関係性が生み出されている。 

 

表３ 拠点的施設のデザインの概要

出所：参考文献 を基に筆者作成

3.5. 島全体を活用したイベントの開催 
上述のようなスケールの異なる大小のプロジェク

トの節目ごとに、アートサイト直島では島全体を活

用したイベントを開催している。ベネッセハウス・

サイトスぺシフィック・アートに加え、2 つの家プ

ロジェクトの完成した 2001年、そして 6つの家プロ

ジェクト、海の駅直島、地中美術館が揃った 2006

年にそれぞれスタンダード展・スタンダード展Ⅱが

実施された。これらのイベントでは家プロジェクト

だけでなく、地域内の商店や道路、水田など、島の

中のありふれた生活空間そのものが余剰空間となり、

イベント会場として活用された（表 4）。 

 

表４ アートサイト直島で開催されたイベントの

概要

出所：参考文献 を基に筆者作成

犬島アートプロジェクトと豊島美術館が完成し、

アートサイトの拠点的な開発がひとしきり終了した

翌年の 2010年には、これらの島々だけでなく周辺の
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いて特徴的な事は、直島とその周辺地域に蓄積した

観光資源を有効に利用するだけでなく、類似した環

境を持つ周辺の島々に直島で確立したプロジェクト

のスキームを適用したこと、更に地域内外の住民や、

地域外から参加する若いボランティアによって構成

される「こえび隊」がイベントの運営スタッフとな

り様々な交流と連携を生み出したこと、これらの要

因が相まって広域的な領域に及ぶイベントの開催を

社会的にも経済的にも合理的に実現した点にある。 

このようにアートサイト直島のプロジェクトでは

非常に小さなスケールから大きなスケールに至る大

小様々な空間開発とイベントが共存し、建築家やデ 

ザイナーだけでなく、一般の地域住民に至るまでプ
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及効果を持ったプロジェクトを実現していることが
特徴的である（図 4）。

4.	 生活環境の創造的活用が住民意識に与える効果

生活環境を様々なスケールで創造的に活用するこ
とで、人々に空間開発に関与する機会を生み出すア
ートサイト直島のプロジェクトは、広域圏の持続的
な発展だけでなく自律的なガバナンスの形成にも大
きな影響を与えている。次頁以降に示す表 5、表 6
は 2010 年と 2013 年に開催された国際芸術祭におけ
る住民アンケートの結果を瀬戸内国際芸術祭報告書
から引用してまとめたものである。2 章で述べたよ
うに 2010 年には 7 つの島が、2013 年には更に 5 つ
の島が会場として加えられている。

4.1.　主体的な関与への意識の醸成

特に顕著な傾向として 2010 年・2013 年共に新し
く芸術祭に関わった島では、飲食場所や宿泊場所の
不足などのサービスの改善や近隣における軽食やお
茶の提供など、住民が柔軟に意思決定をして関与す
る活動についての意見が多く出されている。また、
イベントで生み出された昂揚感や人間関係を維持す
るための取り組み、運営体制の提案など、主体的に
イベントをより良いものにする当事者意識が生み出
されている。2 度目の開催を経験する初期の 7 島で
は、新たに導入された交通手段に関する課題や、3
つの期間に渡って開催する形式の是非など、より運
営組織的な視点に立った課題を挙げている。

4.2.　多様な社会的交流を通した生活の質の向上

地域外からの来訪者との交流に対する意見も多挙
げられている。「若い世代を含めて多くの人の訪問
を感じ、交流をすることで元気をもらった」とい
う声や、「周辺地域がイベントを通して一体となっ
た」、「人間同士のコミュニティをつくりたい」など、
生活の質の向上や多様な人間関係を形成することへ
の意識が生み出されていることが分かる。特にボラ
ンティアスタッフとして各地から訪れる若者との交
流を喜ぶ声が多いことは、高齢化と人口減少が進む
地域における人々のニーズの存在を端的に示してお

おいて特徴的な事は、直島とその周辺地域に蓄積し
た観光資源を有効に利用するだけでなく、類似した
環境を持つ周辺の島々に直島で確立したプロジェク
トのスキームを適用したこと、更に地域内外の住民
や、地域外から参加する若いボランティアによって
構成される「こえび隊」がイベントの運営スタッフ
となり様々な交流と連携を生み出したこと、これら
の要因が相まって広域的な領域に及ぶイベントの開
催を社会的にも経済的にも合理的に実現した点にあ
る。
　このようにアートサイト直島のプロジェクトでは
非常に小さなスケールから大きなスケールに至る大
小様々な空間開発とイベントが共存し、建築家やデ
ザイナーだけでなく、一般の地域住民に至るまでプ
ロジェクトに関与する機会が生まれている。特に瀬
戸内海に普遍的に存在する生活環境や、水際の原風
景的景観に質的な価値を付加する空間開発を通し
て、対象地域を越えた広域的な領域に共有される波
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特に顕著な傾向として 2010 年・2013 年共に新し

く芸術祭に関わった島では、飲食場所や宿泊場所の

不足などのサービスの改善や近隣における軽食やお

茶の提供など、住民が柔軟に意思決定をして関与す

る活動についての意見が多く出されている。また、

イベントで生み出された昂揚感や人間関係を維持す

るための取り組み、運営体制の提案など、主体的に

イベントをより良いものにする当事者意識が生み出

されている。2 度目の開催を経験する初期の 7 島で

は、新たに導入された交通手段に関する課題や、3

つの期間に渡って開催する形式の是非など、より運

営組織的な視点に立った課題を挙げている。

4.2. 多様な社会的交流を通した生活の質の向上
地域外からの来訪者との交流に対する意見も多挙

げられている。「若い世代を含めて多くの人の訪問を

感じ、交流をすることで元気をもらった」という声

や、「周辺地域がイベントを通して一体となった」、

「人間同士のコミュニティをつくりたい」など、生

活の質の向上や多様な人間関係を形成することへの

意識が生み出されていることが分かる。特にボラン

ティアスタッフとして各地から訪れる若者との交流

を喜ぶ声が多いことは、高齢化と人口減少が進む地

域における人々のニーズの存在を端的に示しており、

イベントの継続を期待する声も多い。

4.3. 地域社会の生活環境に対する意識の再構築
多くの来訪者が島に訪れることは、地域住民が自

らの居住する地域の環境やアイデンティティについ

て再考する機会としても捉えられている。「夏でなけ

れば伊吹らしさを見せられない」「島内のガイドツア

ーをつくりたい」「島をもっと知って欲しい」「島の

景色とマッチした作品を設置してほしい」など、居

住する島の個性や存在を地域外にアピールしたいと

いう意見が挙げられている。この他には来訪者のマ

ナーや、生活と観光の共存についての意見も多く挙

げられている。他地域からの人の訪問を受け入れる

中で、共同体としての意識や生活環境の保全、地域

性に対する意識が顕在化していることが分かる。

このように日々の生活空間を活用し、住民の多様

図４ 官・民・市民・デザイナーが柔軟に関わり
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このように日々の生活空間を活用し、住民の多様
な関与を可能にするプロジェクトには、多様な社会
的交流を生み出すだけでなく、主体的に事業に関与
する意識の醸成、人々の生活の質の向上、共同体と
してのアイデンティティや生活空間の保全への意識
の形成のようにガバナンスの視点においても多面的
な効果を生み出している。

4.4.　人口縮退下にある地方部の課題

このようにアートサイト直島とその周辺地域にお

ける取組みを集約した国際芸術祭は、地域住民のイ

ベントへの関与や交流を通した生活の質の向上、共

同体としての意識の再構築など社会的に多様な効果

を生み出している。一方で地域社会の抱える課題に

対する声も挙げられている。高齢化の進行や島への

り、イベントの継続を期待する声も多い。

4.3.　地域社会の生活環境に対する意識の再構築 

多くの来訪者が島に訪れることは、地域住民が自
らの居住する地域の環境やアイデンティティについ
て再考する機会としても捉えられている。「夏でな
ければ伊吹らしさを見せられない」「島内のガイド
ツアーをつくりたい」「島をもっと知って欲しい」「島
の景色とマッチした作品を設置してほしい」など、
居住する島の個性や存在を地域外にアピールしたい
という意見が挙げられている。この他には来訪者の
マナーや、生活と観光の共存についての意見も多く
挙げられている。他地域からの人の訪問を受け入れ
る中で、共同体としての意識や生活環境の保全、地
域性に対する意識が顕在化していることが分かる。
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の形成のようにガバナンスの視点においても多面的
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4.4. 人口縮退下にある地方部の課題  
このようにアートサイト直島とその周辺地域にお

ける取組みを集約した国際芸術祭は、地域住民のイ

ベントへの関与や交流を通した生活の質の向上、共

同体としての意識の再構築など社会的に多様な効果

を生み出している。一方で地域社会の抱える課題に

対する声も挙げられている。高齢化の進行や島への

アクセスの課題についての言及も見られ、「島民に負

担をかけないでほしい」「3年後にまだ元気だったら

やりたい」「次回はもっと若い人に関わってもらうよ

うにしなければならない」という意見が挙げられ、

地方部における余剰空間の活用には人口縮退の問題

の根本的な改善という点では大きな課題が残されて

いることが分かる。また、島へのアクセスの不便さ

や、新しい交通体系の整備の課題に対する声も挙げ

られ「島に来るには船に制限がある事が課題である」

という声が挙げられているほか、2013年のイベント

開催時には新しく瀬戸内海の島（本島・高見島・粟

島）へアクセスする航路が開通しており、「新航路が

できて行ったことがなかった島にいけて良かった」

「お客さんも喜んでいた」という意見もあり、アク

セス性の悪く辺鄙な地方部における自由な移動を支

えるインフラの重要性を伺うことができる。 

表５ 瀬戸内国際芸術祭 年開催時の住民アンケート結果

出所：参考文献 を基に筆者作成

出所：参考文献29を基に筆者作成

表５　瀬戸内国際芸術祭2010年開催時の住民アンケート結果
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表６　瀬戸内国際芸術祭2013年開催時の住民アンケート結果
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出所：参考文献30を基に筆者作成
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5.	 多様なスケールを横断した余剰空間の創造的活

用による持続的な広域圏形成のプロセス

アートサイト直島のプロジェクトの展開について
まとめると、未利用状態にある空地を介して地域の
生活空間における大小さまざまな開発を集積させな
がら、プロジェクトとそのプロセスの中で関わる人
間関係のネットワークの規模を広げていることが特
徴として挙げられる。プロセスを牽引する主要なプ
ロジェクトの意思決定に関しては民間企業のベネッ
セ社が中心であり、強いトップダウン的な性格を呈
している。しかし関係する様々な主体がそれぞれの
立場に合わせた等身大の介入方法を生み出すこと
で、地域社会のコミュニティを維持させていくと同
時に、広域的な人的ネットワークの形成を促し、日々
の生活の質を高めるようなボトムアップ的な活動が
自然と発生している。このような持続的な広域圏形
成プロセスの特徴は「余剰空間の多面的な活用」「多
様な空間的次元を横断した関係性の形成」、「文化的
アイデンティティの形成」「生活の質の向上と人間

アクセスの課題についての言及も見られ、「島民に

負担をかけないでほしい」「3年後にまだ元気だっ

たらやりたい」「次回はもっと若い人に関わっても
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活の質を高めるようなボトムアップ的な活動が自然

と発生している。このような持続的な広域圏形成プ

ロセスの特徴は「余剰空間の多面的な活用」「多様な

空間的次元を横断した関係性の形成」、「文化的アイ

デンティティの形成」「生活の質の向上と人間性の再

生」、「フレームワークに沿ったプロセス志向の発展」

の理論的枠組みを通して以下のように整理すること

ができる。

5.1. 多様な余剰空間を活用した空間開発の集積
アートサイト直島のプロジェクトの展開を見ると、

1990 年代初期までの開発は高度経済成長期後半の

リゾート開発的な土地の活用から、高度経済成長期

以降の効率的で実現性の高い開発へとプロジェクト

の開発方針が大きく転換している。これは初期のベ

ネッセハウスを町民に開放する取り組みや、屋外に

設置される小規模なアートワークの導入が始められ

た時期に見る事ができる。

更に国内各地の地方で進む人口流出と高齢化とい

う社会現象によって道路・漁港・砂浜・草原といっ

た低利用状態にある景観資源だけでなく、空き家と

いう余剰の資源も生み出され、ベネッセ社による空

間開発への介入の機会を広げている。これらの余剰

図５ 性格の異なる地区が原風景的景観を介して連続するアートサイト直島の配置構成

出所：筆者作成
図５　性格の異なる地区が原風景的景観を介して連続するアートサイト直島の配置構成

出所：筆者作成
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柔軟で開かれた関与の機会が生み出されている。こ
のような一般の人々へのエンパワーメントもまた、
衰退する地域に居住する一般の人々の生活の質を高
める役割を果たしている。
5.3.　文化的アイデンティティの再生

余剰空間を活用した空間開発とその集積による開
発の機会の創出は、新しい文化的なアイデンティテ
ィの形成のプロセスでもある。アートサイト直島で
生み出されたサイトスペシフィック・アートや空き
家プロジェクトでは、地域の歴史・生活文化や原風
景的景観の意味付けを反映したデザインが各所に施
されている。また、プロジェクトの節目毎に建設さ
れる拠点的施設のデザインを見ると、周辺の景観を
建築内部に「取込む」初期のデザイン（ベネッセハ
ウス）から、周辺環境への「適応」（地中美術館）、
周辺環境の「再利用」（精錬所）、周辺環境の「反映」

（豊島美術館）へと変化し、プロジェクトのコンセ
プトの深化の過程が現れている。地域の生活空間や
原風景的な景観と呼応する大小の空間開発が、様々
なボトムアップ的な活動との相乗効果を生み出すこ
とで、直島とその周辺地域には衰退する地方部にあ
りながら持続的に新しい空間と交流が生み出される
独自の社会的・文化的アイデンティティを形成して
いる（図 6）。

5.4.　多様な空間的次元を横断した関係性の形成

アートサイト直島ではプロジェクトの初期から、

性の再生」、「フレームワークに沿ったプロセス志向
の発展」の理論的枠組みを通して以下のように整理
することができる。

5.1.　多様な余剰空間を活用した空間開発の集積

アートサイト直島のプロジェクトの展開を見る
と、1990 年代初期までの開発は高度経済成長期後
半のリゾート開発的な土地の活用から、高度経済成
長期以降の効率的で実現性の高い開発へとプロジェ
クトの開発方針が大きく転換している。これは初期
のベネッセハウスを町民に開放する取り組みや、屋
外に設置される小規模なアートワークの導入が始め
られた時期に見る事ができる。
　更に国内各地の地方で進む人口流出と高齢化とい
う社会現象によって道路・漁港・砂浜・草原といっ
た低利用状態にある景観資源だけでなく、空き家と
いう余剰の資源も生み出され、ベネッセ社による空
間開発への介入の機会を広げている。これらの余剰
空間に対してはリノベーションや期間を限定したイ
ベントの開催など、等身大の介入が可能であり、何
気ないありふれた日々の生活の場面に現代的な価値
が創出されている。そしてこれらの開発の集積によ
って新しい拠点的な施設の開発の機会が生み出され
ている。多様なスケールを横断した余剰空間の活用
は、このような再帰的なプロセスによる持続的な空
間開発とその集積を可能にしている（図 5）。

5.2.　生活の質の向上と人間性の再生

アートサイト直島における空間開発は、建築家や
アーティストの詩的表現を現実の空間として具現化
する機会であり、均質で無個性化した公共空間にお
ける人間性の回復としても捉える事が可能である。
公共空間が人間的な感性によるデザインを取り戻す
事で、訪れる人々に対して均質で制約された社会か
らの束の間の解放を体験する機会が生み出されてい
る。また、住民の何気ない創作活動を質の高いデザ
インに引き上げるために生活空間に密接に関わる場
所にデザイナーが関わる空間開発が行われる事で、
住民による自主的な維持管理や来島者へのサポー
ト、修景事業への参加など、住民一人一人に対して
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5.4. 多様な空間的次元を横断した関係性の形成
アートサイト直島ではプロジェクトの初期から、

地域にある余剰の資源を活かしながら多様な社会的

関係を生み出している。ローカルなスケールでは、

日々の生活の場面における空間開発を通して地域住

民に柔軟で開かれたプロジェクトの関与を可能にし、

その過程でアーティスト、来訪者、住民、自治体関

係者などの間で様々な交流が生み出されている。マ

クロなスケールでは 2004 年には上位行政機関の香

川県により、現代アートを基軸に据えた広域的な地

域振興の構想の提案が行われ、国土交通省内の観光

庁からは戦略的な観光拠点としての指定（2008年）

を受けるなど、計画行政的な視点からも密接な関係

性が生まれている。

2010 年と 2013 年に開催された瀬戸内国際芸術祭

において、都市部を始めとする地域外から多くのボ

ランティアスタッフが参加し、2010年には実働 800

人、2013 年には実働 1300 人のスタッフが広域的な

領域に及ぶ会場の運営に関与している。このように

都市部と地方部の関係性という視点においても、ア

ートサイト直島ではさまざまな主体を取り込みなが

図６ 瀬戸内海の新しい文化的アイデンティティ

出所：筆者作成

図６ 瀬戸内海の新しい文化的アイデンティティ
出所：筆者作成
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は地域住民や行政関係者、ボランティア参加者達の
主体性に委ねる、柔軟で開かれた関与の仕組みを生
み出している。このようなスキームに基づき発展的
に展開する広域圏形成がアートサイト直島の一連の
プロセスの大きな特徴といえる。

6.　おわりに

6.1.　研究の総括

本稿では日本の地方部における広域圏形成の事例
としてアートサイト直島を取り上げ、社会的広域圏
形成プロセスの理論的枠組みを適用することで以下
の点を明らかにした。
⑴まず 2 章、3 章におけるプロジェクトの概要分析
では、民間企業であるベネッセ社による 20 年近く
の継続的な関与の下で持続的にプロジェクトが発展
してきた経緯を整理し、特にその過程で生み出され
間開発の特徴を体系的に整理した。
⑵ 4 章では日々の生活空間を活用し、地域住民の関
与を可能にする空間開発が人々の意識に与える影響
について、地域住民へのアンケート調査の結果を基
に整理し、人々の主体的なプロジェクトへの関与や
共同体のアイデンティティの再認識に及ぼす効果、
地域の抱える課題の共有など、地域住民にガバナン
スへの意識が生み出されていることを明らかにし
た。
⑶ 5 章では社会的広域圏形成プロセスの理論的枠組
みを適用し、プロジェクトを詳細に検証することで、
現代アートと瀬戸内海の原風景という異質な組み合
わせによる様々なスケールの空間開発が、衰退する
地方部の生活空間に現代的な価値と社会的交流の機
会を生み出す多面的効果を有していることを明らか
にした。

6.2.　持続的な広域圏形成の課題

一方、アートサイト直島と関連地域では高齢化と
人口減少が依然として進行しており、人口縮退とい
う社会問題の抜本的な改善という点では大きな課題
が残されている。 また、アートサイト直島では近年、
英語圏や中国語圏の観光客を対象にしたＰＲや接客
のための体制づくりが進められており、更に周辺地

地域にある余剰の資源を活かしながら多様な社会
的関係を生み出している。ローカルなスケールで
は、日々の生活の場面における空間開発を通して地
域住民に柔軟で開かれたプロジェクトの関与を可能
にし、その過程でアーティスト、来訪者、住民、自
治体関係者などの間で様々な交流が生み出されてい
る。マクロなスケールでは 2004 年には上位行政機
関の香川県により、現代アートを基軸に据えた広域
的な地域振興の構想の提案が行われ、国土交通省
内の観光庁からは戦略的な観光拠点としての指定

（2008 年）を受けるなど、計画行政的な視点からも
密接な関係性が生まれている。
　2010 年と 2013 年に開催された瀬戸内国際芸術祭
において、都市部を始めとする地域外から多くのボ
ランティアスタッフが参加し、2010 年には実働 800
人、2013 年には実働 1300 人のスタッフが広域的な
領域に及ぶ会場の運営に関与している。このように
都市部と地方部の関係性という視点においても、ア
ートサイト直島ではさまざまな主体を取り込みなが
ら、地理的な隔たりを越えた多様な社会的関係性を
生み出している。

5.5.	 フレームワークに沿ったプロセス志向の発展

アートサイト直島では、「原風景と地域のコンテ
キストを活かした空間の質の創出」という緩やかで
計画的なフレームワークを維持しながら、その時々
の社会情勢や地域社会のニーズに応える等身大の開
発を人々の日々の生活環境で実践している。そして
多様な空間開発の集積を通して大きな発展の機会を
生み出す再帰的な空間開発のプロセスは、地方部の
何気ない日々の生活の空間をローカルなレベルから
国際的なレベルに至る、多様なスケールを横断した
交流のためのプラットフォームへと質的に発展する
ことを可能にしている。
　ベネッセ社はアートサイト直島で実現する空間の
質を維持するためにデザイナーの起用や主要なイベ
ントのコーディネート、基金の設立による開発資金
の調達といった大きな枠組みの構築とマネジメント
の役割を担っており、ボランティア活動や地域の生
活環境の維持などの個々の活動の意思決定に対して
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⑿	 遊佐 敏彦、後藤 春彦、鞍打 大輔、村上 佳代 :
中山間地域における空き家およびその管理の実
態に関する研究、山梨県早川町を事例として、
日本建築学会計画系論文集 (601)、pp.111-118、
2006

⒀	 中園 眞人、山本 幸子 :「ふるさと島根定住財団」
の空き家活用助成制度と自治体の取り組み - 農
村地域における空き家活用システムに関する研

域で進められる四国創生という新しい広域圏形成の
動向との関係の中で、現代アートによるツーリズム
を柱とした地域再生の取り組みは新しい局面に差し
掛かっている。

地方部で開発の影響を受けずに残されてきた島々
の美しい原風景と、それらを日々の生業を通して維
持してきた地域住民の歴史が都市部のニーズを満た
す一過性の消費の対象にならないように、多様な世
代が混住し、ベネッセ社を始めとする多様な事業主
体が協働で広域圏の発展を持続させていく、柔軟で
開かれた組織体制が昨今の地方部の厳しい社会経済
的情勢下では重要と考えられる。
　このためには地理的な隔たりを越えた定期的な人
の移動と交流を伴うプログラムの開発や、広域圏と
いう枠組みの中でのワークシェアリング、社会福祉
活動や景観維持活動等を目的とした、会計年度に捉
われることのない都市部と地方部の自治体間のジョ
イント予算の提案など、既に確立したプロジェクト
のスキームに対して社会的持続性の視点から再度ア
プローチする事が重要と考えられる。
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